
日本公庫が中小企業調査

「地元の活動」参加は約２割

「認知度向上」「経営者とつながり増える」


年
の
周
年
企
業

全
国
に

万
５
千
社

帝
国
デ
ー
タ
調
査

 年 の
景況見通し

Ｄ
Ｉ
が
前
年
比
上
昇

日
本
公
庫

中
小
企
業
調
査

不
安
要
素
は「
コ
ス
ト
」
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日
本
政
策
金
融
公
庫
は
こ

の
ほ
ど
、
全
国
の
中
小
企
業

経
営
者
を
対
象
に
「
地
域
と

の
関
わ
り
」
に
つ
い
て
調
査

を
行
っ
た
。
伝
統
行
事
や
防

犯
、
清
掃
な
ど
地
元
の
活
動

に
参
加
し
て
い
る
割
合
は
約

２
割
。
参
加
し
て
良
か
っ
た

こ
と
は
「
地
元
で
の
認
知
度

向
上
」
「
地
元
の
経
営
者
と

の
つ
な
が
り
が
増
え
た
」
が

多
い
。

　
地
元
の
活
動
へ
の
参
加
有

無
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
商
圏

が
同
一
市
区
町
村
内
で
あ
る

企
業
で
「
参
加
し
て
い
る
」

が

・
５
％
、
「
参
加
し
て

い
な
い
」
が

・
５
％
。
同

一
市
区
町
村
外
は
「
参
加
し

て
い
る
」
が

・
４
％
、

「
参
加
し
て
い
な
い
」
が


・
６
％
だ
っ
た
。

　
「
参
加
し
て
い
る
」
割
合

を
、
現
在
の
市
区
町
村
に
拠

点
を
置
い
て
い
る
年
数
別
に

見
る
と
、
「
５
年
未
満
」
が


・
４
％
に
と
ど
ま
る
の
に

対
し
、
「

年
以
上
」
が


・
１
％
と
多
く
を
占
め
て
い

る
。

　
地
元
の
経
済
が
今
後

年

間
に
「
成
長
す
る
」
と
回
答

し
た
企
業
は

・
３
％
が
地

元
の
活
動
に
参
加
。一
方
で
、

「
縮
小
す
る
」
と
回
答
し
た

企
業
は
参
加
率
が

・
５
％

に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

　
地
元
の
活
動
に
参
加
し
て

良
か
っ
た
こ
と
を
複
数
回
答

で
聞
い
た
。
回
答
率
が
高
か

っ
た
の
が
「
地
元
で
の
認
知

度
が
向
上
し
た
」
で
、
三
大

都
市
圏
の
企
業
で

・
１
％
、

三
大
都
市
圏
以
外
の
政
令
指

定
都
市
で

・
１
％
、
地
方

で

・
８
％
。

　
「
地
元
の
経
営
者
と
の
つ

な
が
り
が
増
え
た
」
も
三
大

都
市
圏
で

・
５
％
、
三
大

都
市
圏
以
外
の
政
令
指
定
都

市
で

・
６
％
、地
方
で

・

４
％
と
高
く
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
ほ
か
三
大
都
市
圏
は

「
自
社
の
評
判
が
上
が
っ

た
」
が

・
９
％
、
三
大
都

市
圏
以
外
の
政
令
指
定
都
市

は
「
顧
客
が
増
え
た
」
「
事

業
に
お
け
る
連
携
・
協
業
先

が
増
え
た
」
「
従
業
員
の
や

る
気
が
高
ま
っ
た
」
が

・

２
％
、
地
方
は
「
顧
客
が
増

え
た
」
が

・
６
％
と
高
い

比
率
に
な
っ
て
い
る
。

　
地
元
の
活
動
に
参
加
し
な

い
理
由
も
複
数
回
答
で
聞
い

た
。
最
も
多
い
の
が
「
時
間

の
余
裕
が
な
い
か
ら
」
で
、

三
大
都
市
圏
で

・
８
％
、

三
大
都
市
圏
以
外
の
政
令
指

定
都
市
で

・
０
％
、
地
方

で

・
１
％
。
「
経
済
的
に

余
裕
が
な
い
か
ら
」
「
体
力

的
に
本
業
と
の
両
立
が
難
し

い
か
ら
」
な
ど
が
続
い
て
い

る
。

　
企
業
と
し
て
参
加
し
て
い

る
地
元
の
活
動
は
、
「
祭
り

や
伝
統
行
事
の
維
持
」
が
三

大
都
市
圏
で
８
・
７
％
、
三

大
都
市
圏
以
外
の
政
令
指
定

都
市
で
５
・
５
％
、
地
方
で


・
０
％
と
、
比
較
的
高
い

比
率
に
な
っ
て
い
る
。

　
日
本
政
策
金
融
公
庫
は
こ

の
ほ
ど
、
全
国
の
中
小
企
業

を
対
象
に
、
２
０
２
６
年
の

景
況
見
通
し
に
つ
い
て
調
査

を
行
っ
た
。

年
の
業
況
を

前
年
比
で
「
改
善
」
と
す
る

企
業
割
合
か
ら
「
悪
化
」
と

す
る
企
業
割
合
を
引
い
た
業

況
判
断
Ｄ
Ｉ
が
８
・
７
。


年
か
ら
８
・
１
㌽
上
昇
し
た
。

業
況
改
善
に
向
け
て

年
に

期
待
す
る
要
素
は
「
円
高
に

よ
る
輸
入
製
・
商
品
等
の
価

格
の
低
下
」
、
不
安
要
素
は

「
コ
ス
ト
高
騰
」
が
高
い
割

合
を
占
め
た
。

　
調
査
は

月
中
旬
、
三
大

都
市
圏
の
同
公
庫
取
引
先
９

０
０
社
に
行
い
、
５
０
０
社

か
ら
有
効
回
答
を
得
た
。

　

年
の
業
況
判
断
は
、
前

年
か
ら
「
改
善
」
が

・
７

％
、
「
横
ば
い
」
が

・
２

％
、
「
悪
化
」
が

・
１
％

（
割
合
は
四
捨
五
入
で
表
記

し
て
お
り
、
合
計
が
１
０
０

に
な
ら
な
い
場
合
が
あ
る
）。

「
改
善
」
か
ら
「
悪
化
」
を

引
い
た
業
況
判
断
Ｄ
Ｉ
が
０

・
６
だ
っ
た
。

　
一
方
、
年
の
見
通
し
は
、

「
改
善
」
が

・
０
％
、

「
横
ば
い
」
が

・
８
％
、

「
悪
化
」
が

・
２
％
。
Ｄ

Ｉ
が
８
・
７
と
な
り
、

年

か
ら
８
・
１
㌽
上
昇
し
た
。

　
業
況
改
善
に
向
け
て
、


年
に
期
待
す
る
要
素
は
、

「
円
高
に
よ
る
輸
入
製
・
商

品
等
の
価
格
の
低
下
」
が


・
７
％
と
、
回
答
割
合
が
最

も
高
か
っ
た
。

　
以
下
、
「
原
油
価
格
の
下

落
に
よ
る
コ
ス
ト
の
低
下
」

（

・
１
％
）
、
「
株
高
や

所
得
の
増
加
に
よ
る
消
費
マ

イ
ン
ド
の
改
善
」
（

・
２

％
）
、
「
政
府
・
公
共
団
体

等
の
各
種
政
策
・
予
算
の
執

行
」
（

・
２
％
）
な
ど
。

　

年
に
向
け
て
の
不
安
要

素
は
（
三
つ
ま
で
の
複
数
回

答
）
、
「
原
材
料
価
格
、
燃

料
コ
ス
ト
の
高
騰
」
（

・

５
％
）
、
「
人
材
の
不
足
、

育
成
難
」
（

・
２
％
）
、

「
国
内
の
消
費
低
迷
、
販
売

不
振
」
（

・
１
％
）
の
順

で
高
か
っ
た
。

　
２
０
２
６
年
に
周
年
を
迎

え
る
企
業
が
全
国
に

万
５

１
５
９
社
あ
る
こ
と
が
帝
国

デ
ー
タ
バ
ン
ク
の
調
べ
で
分

か
っ
た
。

　
最
も
古
い
５
０
０
周
年
が

１
５
２
６
（
大
永
６
）
年
創

業
で
浄
土
宗
寺
院「
極
楽
寺
」

を
経
営
す
る
宗
教
法
人
極
楽

寺
（
岩
手
県
紫
波
町
）
。
１

６
２
６
（
寛
永
３
）
年
創
業

で
、
サ
ケ
加
工
品
を
主
体
に

食
品
販
売
を
行
う
株
式
会
社

き
っ
か
わ（
新
潟
県
村
上
市
）

が
４
０
０
周
年
と
な
っ
て
い

る
。

　
１
９
２
６
（
大
正

）
年

創
業
の
１
０
０
周
年
は
２
３

７
１
社
判
明
。
鉄
道
、
バ
ス

な
ど
の
交
通
事
業
に
加
え
、

遊
園
地
、
ホ
テ
ル
を
運
営
す

る
富
士
急
行
（
山
梨
県
富
士

吉
田
市
）
な
ど
が
名
を
連
ね

て
い
る
。

　
周
年
企
業
を
業
種
別
に
見

る
と
、
建
設
業
が
４
万
１
４

８
４
社
、
構
成
比

・
６
％

と
最
も
多
く
、
サ
ー
ビ
ス
業

の
３
万
９
６
５
３
社
、
構
成

比

・
３
％
が
続
く
。
こ
の

２
業
種
で
周
年
企
業
の
半
数

以
上
を
占
め
て
い
る
。


